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発 表 論 文 Magnetic imaging by ultrasonic techniques

超音波技術による磁気イメージング

概 要：

本国際会議に参加する目的は，超音波を利用した磁気イメージング法の結果を海外で発表することである。

近年，我々は音波により誘起される微弱な電磁場 (ラジオ波帯) を検出する新たな手法 (音響誘起電磁

(ASEM) 法) を提案し，誘電体，磁性体および骨などの生体組織からのASEM応答の観測に成功してきた。

また，「音響誘起電磁 (ASEM) 法の医療応用へ向けた開発」の題目で，平成 24年度貴財団研究助成 (登録

番号 2021001) に採択され，本研究を強力に推進している。今回，新たに超音波による磁気イメージングに成

功したので，本シンポジウムにて発表を行った。本国際会議に参加する意義は，1) 本手法を関連専門家に対

して国際的にアピールし，海外研究者との交流をつくる，2) 最新の技術動向を知る，3) 今年度の博士号取

得のために，国際会議での発表実績をつむ，ことである。発表内容は，磁化を有する固体におけるASEM応

答の理論的考察，および ASEM法による磁気イメージングの実演である。これは将来，神経・筋肉活動に起

因した磁場発生を超音波により検出しようとする貴財団研究助成の基礎となるものである。

今回の会議は例年に比べて参加者は少なかったが，アジア，欧米等から参加者があり，音響イメージング

に関する活発な意見交換が行われた。本研究の発表においても参加者の方から，質問やコメントを頂き，今

まで超音波では測定されることのなかった電気・磁気特性の測定をアピールすることができたと思われる。

また，本会議に参加して音響イメージングにおける最新技術についての知識を深めることで，本研究に応用

が可能なイメージング手法の情報も得ることができた。
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発 表 論 文 Electrically Multiplexed Tactile Interface : A Fusion of Spatially Transparent Tactile Sensor

and Display

電気的多重化触覚インタフェース：空間透明型触覚センサとディスプレイの融合

概 要：

本国際会議は触覚技術に関する最も権威のある学会であり，世界中の専門家より最新の研究成果発表が寄

せられる。報告者がこれまで行なってきた研究では，人の触覚を計測・提示し，本来感じている触覚を別の

感覚に変化させる (変調する) ことで運動や認識の支援を行うことを目指している。この触覚変調システム

において人間と機械の調和を目指す上で，触覚の計測と提示装置を利用したシステムの小型・単純化は基礎

的な課題である。その基礎的な課題を解決するために，報告者は生体の電気的特性を利用した触覚センサと

ディスプレイの多重化を世界で初めて実現した。本国際会議では以下の三つを参加目的として掲げ，全て達

成することができた。

(1) 研究成果を発表し，専門家に技術を周知すること。

(2) 最新の触覚に関する研究に関して情報収集を行うこと。

(3) 国外の共同研究者と研究打ち合わせを行うこと。

発表では，報告者が開発してきた生体の電気特性を利用した触覚センシング手法に興味を集めることがで

き，遠隔手術ロボット (Eindhoven University of Technology, Netherland) への技術導入を検討いただいた。

情報収集に関しては，すべてのセッションを聴講し最新動向を知ることができた。また，30件以上のデモ体

験や，テクニカルツアーへの参加など，本会議ならではの情報収集ができ，非常に有意義であった。さらに，

共同研究の打ち合わせとして，Seokhee Jeon (Kyung Hee University,Korea) との現地会合を開き，研究内容

に関する議論および役割分担を行うことができた。
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